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第 1 回  キ ャ ビ ネ ッ ト 会 議 提 出 案 件 

 

役職名   Ｙ Ｅ 委 員 長 

Ｌ名   青 木 秀 茂 

 

案件 １、２０１２～２０１３年度ＹＥ協賛金拠出のお願い 

 （説明） 

今期のＹＥ委員会におきましては、国際プログラムとして長年の歴史

と実績をもつＹＥプログラムを時代の変遷も考慮しながら推進してまい

ります。 

    ホームステイによる交換事業により、青少年は海外での生活体験を通

して成長し、また異文化交流を行うことにより各国間の相互理解を深め

ることができます。 

ＹＥ委員会としては、２１世紀を担う青少年たる派遣生、来日生達に、

ＹＥプログラムの持つ本来の意義をしっかり理解させ、国際親善大使と

しての役割を果たすよう指導してまいります。 

ＹＥ事業にご理解を賜り、ＹＥプログラムを推敲するための資金とし

て、 

 

各クラブ １メンバー ￥１，０００円 

 

のご協賛金の拠出をして頂けますよう、よろしくお願い致します。 

 

参考資料として、年間活動予定、予算案を添付致します。 

今期で第９回となります「青少年英語スピーチコンテスト」にも協賛

金を使用させて頂きますのでよろしくお願い申し上げます。 
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２０１２～２０１３年度 ＹＥ委員会 活動予定 

 

２０１２年  ８月   第１回ＹＥセミナー 

９月   第４９期ＹＥＳクラブ結成 第２回ＹＥセミナー 

１０月   冬期、春期、夏期派遣生及び来日生ホスト家庭の依頼、 

      第３回ＹＥセミナー 

１１月   冬期来日生ホスト家庭依頼 

１２月   冬期派遣生、来日生送迎 ウエルカムパーティ、 

      春夏派遣生選考テスト 

２０１３年  １月   冬期派遣生、来日生帰国送迎 

       ２月   夏期派遣生オリエンテーション開始（６月まで）、 

            来日生ホスト家庭依頼 

       ３～４月 春期派遣、来日生送迎 ウエルカムパーティ 

       ５～６月 夏期派遣のための各種準備 来日生ホスト家庭依頼 

       ７～８月 夏期派遣生 来日生送迎 サマーキャンプの開催 派遣、 

            来日生送迎 

       ９月   帰国報告会 

 

２０１２～２０１３年度 ＹＥ委員会 予算（案） 

〈収入の部〉
各クラブメンバー1000円×4900名 4,900,000 円

総計 4,900,000 円

〈支出の部〉
① 派遣生関係費

派遣生（制服・グッズ等） 50,000 円
オリエンテーション関係費 350,000 円
壮行会費 200,000 円
帰国報告会 150,000 円

750,000 円

② 来日生関係費
冬期・春期ウェルカムパーティー 100,000 円
夏期ユースキャンプ（Ａ地区担当） 750,000 円
YE来日生スクール 550,000 円
ホスト家庭オリエンテーション 50,000 円

1,450,000 円

③ その他
ＹＥセミナー費 300,000 円
ＹＥＳ総会費 100,000 円
ＭＤ共通経費 250,000 円
ＹＥレポート 650,000 円
予備費 900,000 円

2,200,000 円

④ 英語スピーチコンテスト 500,000 円
500,000 円

総計 4,900,000 円  
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第 1 回キャビネット会議提出案件 
 
 

役職名 ３３０－Ａ地区ＬＣＩＦ 委員会委員長 
 
 

Ｌ名 小堀 光由           
 
 
 
 
案件１・ライオンズクラブ国際財団（ＬＣＩＦ）へメンバー一人２０＄献金のご協力依頼 

について                                     
  （説明） 
      ＬＣＩＦは「フィナンシャル・タイムズ」が国連グローバルコンパクトと協 

力して実施した調査の中で、プログラムの遂行及び適用性、説明責任の履行、 
情報伝達、企業支援の理解に関して高い評価を獲得し第１位に選ばれ、世界最 
高のＮＧＯ団体として評価されました。 

      ＬＣＩＦの人道主義的奉仕活動、災害援助、職業技術指導計画の財源は、ラ 

イオンズクラブメンバーの皆様お一人おひとりの献金により賄われておりま 
す。    

      今迄に日本ライオンズへ交付された援助資金は、災害、地震、台風、職業 
技術訓練所建設、その他数多く実施されております。 

      「３．１１東日本大震災」に関しましても緊急援助交付金として１５億円が 
被災地区のライオンズクラブに交付されました。 

      その後の東日本大震災被災地区から申請された復興支援事業８件もＬＣＩ  

Ｆの交付金を受け立ち上がりました。詳細はライオン誌「追跡・東日本大震災」 
に随時掲載されております。 

      一人の人では少しの事しか出来ないけれど、力を合わせれば多くの事が出来 
又社会的にも高い評価を得る事が出来ます。 
ライオンズクラブメンバー各位のご理解とご協力をお願い申し上げます。 
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第 １ 回 キ ャ ビ ネ ッ ト 会 議 提 出 案 件 

 

                  役職名 オリンピック・パラリンピック招致支援委員会 

                        Ｌ名  委員長  Ｌ 池 田  和 司      

 
案件１、下記の宣言を提案いたします。 
（説明）               記 

    「２０２０年オリンピック・パラリンピック日本招致を成功させよう」 

 

    理由 オリンピック・パラリンピックの日本開催は今の日本にとって、閉塞感 

       からの脱出又青少年に夢と希望と可能性を与えるために、さらには障害 

       者支援の面からも必要不可欠であります。 

       また実現によって得られる３兆円の経済的効果・１５万２千の雇用の確 

       保・東北地方の復興の加速化に大きく役立つことは間違いございません。 

       今こそ我ライオンズクラブは立ち上がり、マドリード（スペイン）、 

       イスタンブール（トルコ）に負けない支援の大合唱を起こそうではありま 

       せんか。 

 

案件２、招致に向けて全面支援のお願い 

       2020 年オリンピック・パラリンピックの日本招致を成功させる為に 

       330 複合地区 オリンピック・パラリンピック招致支援委員会と連携して 

       支援活動を進めてまいりますので、ＲＣ・ＺＣの皆様へ全面支援のご協力 

             をお願いいたします。 

       来る１０月８日ライオンズ奉仕デー（体育の日）に都庁前広場において、 

       「オリンピック・パラリンピック招致支援の集い」を開催すると共に 

       ライオンズクラブによる統一行動を行なう事を希望しております。 

 

以上 

 
 

4


	提出案件表紙
	第１回キャビネット会議「提出案件」
	①第１回キャビネット会議提出案件（ＹＥ委員会）
	②第１回キャビネット会議提出案件（LCIF委員会）
	③第１回キャビネット会議提出案件（オリンピック・パラリンピック招致支援委員会）




